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≡ 修正履歴 ≡ 

 

８４頁「チェックマスタ病名入力コード検索対応(R201209-006)」(ver4.6 以降)を追加しました。 
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１－１－１－１－１１１１    １２患者登録１２患者登録１２患者登録１２患者登録 

 

(1)(1)(1)(1)     更生医療と特定疾患負無の保険組合せ対応更生医療と特定疾患負無の保険組合せ対応更生医療と特定疾患負無の保険組合せ対応更生医療と特定疾患負無の保険組合せ対応(R201107(R201107(R201107(R201107----004)004)004)004)        （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

 更生医療（保険番号０１５）と特定疾患（水俣病）の公費について、併用となる保険組合せを作成可能とします。 

 

条件 

１．特定疾患は「水俣病総合対策費の国庫補助による療養費及び研究治療費※」を対象とする。 

  ※法別番号５１、機関番号（公費負担者番号の５桁目から３桁）が３０１～３０４が対象の為、水俣病の対象外である特定疾患 

の場合は更生（保険番号：０１５）との併用保険組合せは作成しません。 

 

処理の詳細 

 

水俣病の対象となる特定疾患（負担者番号：５１１５３０

１３）であれば更生（保険番号：０１５）と併用の保険組

合せが作成されます。 
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(2)(2)(2)(2) 後期高齢者保険の後期高齢者保険の後期高齢者保険の後期高齢者保険のEnterEnterEnterEnter開始日対応開始日対応開始日対応開始日対応(R201207(R201207(R201207(R201207----001)001)001)001)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

後期高齢者保険の有効期間開始日が未入力であれば、年齢に関係なくシステム日付を設定します。 

 

１．後期高齢者保険の開始日が未入力であればシステム日付を設定します。 

  後期高齢者の開始日（７５歳到達日）が平成２０年４月１日以前であっても、システム日付とします。 

 

処理の詳細 

 

制度開始時点で７５歳以上の昭和８年３月５日生の患

者に後期高齢者保険を登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効開始日を空白でＥｎｔｅｒ押下した時、システム

日付が表示される。 
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(3)(3)(3)(3)     患者登録の患者取消対応患者登録の患者取消対応患者登録の患者取消対応患者登録の患者取消対応(R201208(R201208(R201208(R201208----001)001)001)001)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

テスト患者以外の患者で受診履歴のある患者の削除は、確認メッセージ表後、再度、メッセージを追加して再確認を促すようにします。 

 

１． 患者登録画面で、Ｆ４ 削除 を押下した時、「該当患者のデータをすべて削除します。復元はできません。よろしいですか？」と 

確認メッセージを表示します。 

２． 削除対象の患者がテスト患者の時と受診履歴が１件も登録されていない場合は、「ＯＫ」で削除処理を行う。前回受診日、入院病棟 

の表示があっても受診履歴がなければ、そのまま削除処理を行います。 

３．上記以外の時「受診履歴のある患者です。削除後に復元はできません。削除してよろしいですか？」と確認メッセージを表示する。 

  「ＯＫ」で削除処理を行います。 

 

処理の詳細 

 

１．受診履歴のある患者のメッセージ表示。 

 

患者削除（Ｆ４）を押下時に確認メッセージ表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ押下で、再度確認メッセージを表示する。 

ＯＫ押下で患者情報を削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

２．受診履歴のない患者のメッセージ表示。 

 

患者削除（Ｆ４）押下時に確認メッセージを表示する。

ＯＫ押下で患者情報を削除する。 
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(4)(4)(4)(4) 生活保護の期間重複登録対応生活保護の期間重複登録対応生活保護の期間重複登録対応生活保護の期間重複登録対応((((R201211R201211R201211R201211))))    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

生活保護について期間を重複して登録することを可能とします。 

 

１．患者登録画面で適用期間を重複して生活保護の登録を行うことを可能とします 

中国残留邦人との重複チェックは従前どおりどおり行います。 

２．保険組合せ履歴タブの保険組合せの特定受給者番号に生活保護の受給者番号の表示を行うようにします。 

特定疾患等の適用期間を重複して登録可能な公費と併用する場合は「／」で区切って表示を行います。 

３．所得者情報の公費負担額で生活保護を選択した時、受給者番号の表示を行います。 

４．生保等まとめ入力画面に適用開始日の表示を追加します。 

 

 

 

 

生活保護単独の保険組合せ 

0001 H24. 4. 1 ～ 9999999 

0002 H24.10.10 ～ 9999999 

 

特定負有と生活保護の併用保険組合せ 

0004  H24. 4. 1 ～ 9999999 

0005  H24.10.10 ～ 9999999 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所得者情報の公費負担額で生活保護を選択した時、 

受給者番号の表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ入力画面で適用開始日を表示します。 

 



日医標準レセプトソフト                                                                    Version 4.6.0 パッチ提供まとめ分 

ORCA Project                                                                              システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2012 Japan Medical Association.All rights reserved. 

7 

１－１－１－１－２２２２    １３照会１３照会１３照会１３照会 

 

(1) (1) (1) (1) 診療行為の数値指定検索複数月対応診療行為の数値指定検索複数月対応診療行為の数値指定検索複数月対応診療行為の数値指定検索複数月対応(R201205(R201205(R201205(R201205----001) 001) 001) 001) （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

照会業務で現在同一診療月内のみ可能としている診療行為の数値指定検索機能について、最大 12 ヶ月の期間指定を可能とする。 

 

条件及び範囲 

・診療行為情報についての検索結果画面、帳票、CSV ファイルの項目に「診療年月」を追加する。 

・検索対象の診療行為が同じ患者に複数月存在する場合、検索結果は月毎に編集を行うこととする。 

 

処理の詳細 

・照会業務で現在同一診療月内のみ可能としている診療行為の数値指定検索機能について、最大 12 ヶ月の期間指定を可能とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１２か月を超える期間を指定された場合はエラーメッセージを表示する。 
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・診療行為情報についての検索結果画面に「診療年月」を追加する。 

・検索対象の診療行為が同じ患者に複数月存在する場合、検索結果は月毎に編集を行うこととする。 

・数量・回数・合計の判定は診療年月日の期間内の合計で行う。 

 

※図のコラムリストは画像を編集したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・診療行為情報の照会結果一覧表および CSV ファイルについても項目に「診療年月」を追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号,患者番号,氏名,カナ氏名,性別,生年月日,年齢,年齢ラベル,診療コード,診療名称,診療カナ名称,数量,回数,合計,診療年月診療年月診療年月診療年月,算定日１,算定

日２,算定日３,算定日４,算定日５,算定日６,算定日７,算定日８,算定日９,算定日１０,算定日１１,算定日１２,算定日１３,算定日１４,算定

日１５,算定日１６,算定日１７,算定日１８,算定日１９,算定日２０,算定日２１,算定日２２,算定日２３,算定日２４,算定日２５,算定日２

６,算定日２７,算定日２８,算定日２９,算定日３０,算定日３１ 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2011/042011/042011/042011/04,2011/04/02,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2011/052011/052011/052011/05,2011/05/01,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2011/062011/062011/062011/06,2011/06/01,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2011/102011/102011/102011/10,2011/10/15,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2012/012012/012012/012012/01,2012/01/09,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,00001,日医 一郎,ニチイ イチロウ,男,1975/01/01,37,歳,111000110,初診,ショシン,,6,6,2012/032012/032012/032012/03,2012/03/09,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

2,00002,日医 真美,ニチイ マミ,女,1977/01/01,35,歳,111000110,初診,ショシン,,1,1,2011/052011/052011/052011/05,2011/05/14,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

3,00003,日医 太郎,ニチイ タロウ,男,2003/01/01,9,歳,111000110,初診,ショシン,,5,5,2011/052011/052011/052011/05,2011/05/01,2011/05/31,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
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１－１－１－１－３３３３    ２１診療行為２１診療行為２１診療行為２１診療行為 

 

(1) (1) (1) (1) 入院期間中の救急搬送診療料算定対入院期間中の救急搬送診療料算定対入院期間中の救急搬送診療料算定対入院期間中の救急搬送診療料算定対(R201111(R201111(R201111(R201111----002)002)002)002)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

 入院期間中であっても救急搬送診療料を算定可能とします。（自院救急車両にて往診に出向き、そのまま自院に入院となった場合、入院 

期間中であっても算定可能であるとの報告により対応しています） 

 

１． 診療行為入力で救急搬送診療料を入力時に入院期間とのチェックを行い、入院期間と重複している場合は、「警告！！救急搬送診療 

料が入院期間中に算定されています。」と警告メッセージの表示を行います。 

 ２．入院基本料算定期間に救急搬送診療料が算定された場合でも、入院レセプト作成時にエラーとならないよう対応しました。 

 

処理事例 

 

診療行為画面で入院期間中に救急搬送診療料

(114003010)を入力した際に警告メッセージを表示 

しますが、続けて登録が可能です。 
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(2)(2)(2)(2)    薬剤の併用算定チェック対応薬剤の併用算定チェック対応薬剤の併用算定チェック対応薬剤の併用算定チェック対応(K201112(K201112(K201112(K201112----001)001)001)001)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

チェックマスタの「４ 薬剤と併用禁忌」で登録した薬剤の禁忌チェックを診療行為入力時に行います。 

システム管理「1007 自動算定・チェック機能制御情報」の「相互作用チェック期間（月数）」に設定してある期間でチェックを行い、 

期間設定がなければチェックは行いません。 

 

１．チェックマスタの「４ 薬剤と併用禁忌」に併用禁忌としてチェックを行いたい薬剤を登録します。 

  ここで登録した診療行為コード（薬剤コード）を診療行為で入力した時に、適用コードに登録されている薬剤が算定済みかどうかを 

チェックします。相互に登録してないと、入力順により禁忌対象とならない場合があるので注意してください。 

 

２．システム管理の相互作用チェック期間（月数）に設定してある期間内で、併用禁忌データ（相互作用マスタ）のチェックと併せて、 

チェックマスタに登録された併用禁忌のチェックを行います。 

  チェックマスタに登録した薬剤と同じ薬剤が併用禁忌データ（相互作用マスタ）にあればチェックマスタでのチェック表示は行いま 

せん。 

  チェックマスタでの併用禁忌は症状コードを’*****’、症状・作用機序を空白で表示します。 

 

３．診療日付で有効なチェックマスタを対象とします。 

 

処理事例 

  

１． チェックマスタの「４ 薬剤と併用禁忌」で薬剤を相互に登録する。  

[621261101]アーガメイト２０％ゼリー２５ｇ に対する適用コードに[612140703]アーチスト錠２０ｍｇ を登録します。 

[612140703]アーチスト錠２０ｍｇ に対する適用コードに[621261101]アーガメイト２０％ゼリー２５ｇ を登録します。 

 

２．相互作用チェック期間（月数）を１と設定します。 

 

 

３．診療行為入力で薬剤を入力 

 

１１月１０日に「アーガメイト２０％ゼリー２５ｇ」 

を登録済みの状態で、１２月９日に「アーチスト錠２

０ｍｇ」を入力。 
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４．禁忌エラー画面の表示 

 

症状コードを‘＊＊＊＊＊＊＊’で表示。 

症状と作用機序は空白表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．併用禁忌データ（相互作用マスタ）の対象薬剤を入力した場合 

 

[615101772]テイコク小柴胡湯エキス顆粒、と 

[640453027]イントロンＡ注射用３００ 

を同時に入力。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．禁忌エラー画面の表示 

 

チェックマスタと併用禁忌データ（相互作用マスタ）

のチェック内容を両方表示します。 
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(3) (3) (3) (3) 処方せん料の算定確認条件の追加対応処方せん料の算定確認条件の追加対応処方せん料の算定確認条件の追加対応処方せん料の算定確認条件の追加対応(R201207(R201207(R201207(R201207----002)002)002)002)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

処方せん料の内服薬７種類以上の確認に用法コードを反映分した判定を追加する。 

 

１．内服薬剤（院外処方）の剤の最終行の用法コード（001XXXXXX)が同一で、かつ日数（回数）が同じ 

  であれば同じ剤としてまとめて金額と種類数の判定を行う。 

  用法コードに埋め込み数値がある場合、数値も判定の対象とする。 

  最終行が用法コードでない場合は、剤のまとめ対象外とする。 

 

２．剤毎の判定で内服薬７種類以上となり、用法コードをまとめて判定した場合に内服薬７種類未満で 

あれば、確認メッセージを「用法まとめでは内服薬剤は７種類未満です。７種類以上の処方せん料 

にしますか？」と表示する。確認メッセージ画面のカーソル位置は、ＮＯとする。 

  剤毎の判定で内服薬７種類未満となり、用法コードをまとめて判定した場合に内服薬７種類以上で 

あれば、確認メッセージを「用法まとめで内服薬剤が７種類以上になります。７種類以上の処方せ 

ん料にしますか？」と表示する。確認メッセージ画面のカーソル位置は、ＹＥＳとする。 

 

３．処方せん料が手入力されている場合（訂正時の展開を含む）は、以下のチェックを行い、 

警告メッセージを表示する。 

なお、警告メッセージは１回の表示となるので、下記の警告メッセージを表示後に投薬内容を変更 

しても、変更内容による警告メッセージの表示はできない。 

 

  ３－１．処方せん料（その他）の入力がある時、 

剤毎の判定・用法まとめ共に内服薬７種類以上であれば、 

   「警告！内服薬剤が７種類以上となります。処方せん料を確認して下さい。」 

    剤毎の判定が７種類未満で用法まとめの判定が７種類以上であれば、 

   「警告！用法まとめでは内服薬剤が７種類以上となります。処方せん料を確認して下さい。」 

    剤毎の判定が７種類以上で用法まとめの判定が７種類未満であれば、 

   「用法まとめでは内服薬剤が７種類未満となります。」と 

   「警告！内服薬剤が７種類以上となります。処方せん料を確認して下さい。」を表示する 

 

  ３－２．処方せん料（７種類以上）の入力がある時、 

剤毎の判定・用法まとめ共に内服薬７種類未満であれば、 

   「警告！内服薬剤が７種類未満となります。処方せん料を確認して下さい。」 

    剤毎の判定が７種類以上で用法まとめの判定が７種類未満であれば、 

   「警告！用法まとめでは内服薬剤が７種類未満となります。処方せん料を確認して下さい。」 

    剤毎の判定が７種類未満で用法まとめの判定が７種類以上であれば、 

   「用法まとめでは内服薬剤が７種類以上となります。」と 

   「警告！内服薬剤が７種類未満となります。処方せん料を確認して下さい。」を表示する。 

 

  ３－３．訂正時に処方せん料が変更となった場合、処方せん料を削除して登録時に処方せん料の 

自動算定を行う。 

 

処理の詳細 

１．剤毎で７種類未満、用法まとめで７種類以上となる院外投薬を入力する。 

 
 

 剤毎の内服が５種類、同じ用法コードの剤の２、３、４番目をまとめることにより剤点数が２０５点 

以上となるので、７種類となる。 
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１－１．登録ボタン押下時に確認メッセージが表示され、カーソル位置が「ＯＫ」となる。 

    ＯＫで処方せん料（７種類以上）を自動算定する。 

 

 

１－２．登録後、訂正で展開する 

 

 
 

１－４．登録押下で、確認メッセージが表示される 

 

 

 

 

２．剤毎で７種類以上、用法コードまとめで７種類以下となる投薬を入力する。 
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２－１．確認メッセージが表示され、カーソル位置が「ＮＯ」となる。 

 「ＮＯ」押下で、処方せん料（その他）が算定される。 

 

 

２－２．登録後、訂正で展開する。 

 
 

２－３．登録押下で警告メッセージが表示される 

 

 
 

３．２．を訂正で展開した後、投薬の剤と一般名記載を追加する。 

 

 

３－２．剤毎も、用法コードまとめも７種類以上となり、処方せん料（７種類以上）となる。 

    登録時に警告メッセージが表示される。 
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   続けて登録を押下すると、一般名処方加算の警告が表示される。 

 

 

３－３．処方せん料を削除して、登録時に自動算定を行う。 

 

３－４．確認メッセージが表示される。 

 

３－５．ＯＫで処方せん料（７種類以上）と一般名処方加算が算定される。 
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(4) (4) (4) (4) 労災コードの一覧表示対応労災コードの一覧表示対応労災コードの一覧表示対応労災コードの一覧表示対応(R201207(R201207(R201207(R201207----006)006)006)006)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

診療行為一覧に表示する労災固有のコードの名称の前に【労】を表示します。 

公害固有のコードには【公害】を表示します。 

 

１．労災固有のコードは、101XXXXXX ,  788888XXX , 8XX8XXXXX 

  公害固有のコードは、102XXXXXX 

２．診療行為入力、外来まとめ、会計照会、照会、点数マスタ、システム管理、チェックマスタで表示 

する診療行為一覧を対象とする。 

 

処理の詳細 

１．診療行為入力画面で「運動」と入力し、診療行為一覧画面を表示すると労災固有のコードの名称に【労】が表示されます。 

 

 

２．【労】のコードを選択した場合、診療行為で労災・自賠責保険以外の場合はエラーとなります。 

 

 

３．一覧を表示して、５：労災 を選択した場合、公害分に【公害】が表示されます。 
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(5)(5)(5)(5)     高額委任払いの上限額０円計算対応高額委任払いの上限額０円計算対応高額委任払いの上限額０円計算対応高額委任払いの上限額０円計算対応(R201207(R201207(R201207(R201207----012)012)012)012)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

  高額委任払いにおいて、患者窓口負担（医療費）の０円計算を可能とします。   

  患者登録－公費登録で入力した保険番号９６４（高額委任払）の所得者情報での上限額入力が０円設定（金額設定がない場合も含む） 

の場合、患者窓口負担（医療費）を０円とします。 

 

処理の詳細 

患者登録－所得者情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・請求確認画面（外来） 

   

患者窓口負担（医療費）は０円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・請求確認画面（入院） 

 

患者窓口負担（医療費）は０円となります。 
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(6)(6)(6)(6)     サンプル薬による処方料等の自動算定サンプル薬による処方料等の自動算定サンプル薬による処方料等の自動算定サンプル薬による処方料等の自動算定(R201208(R201208(R201208(R201208----002)002)002)002)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

投薬でサンプル薬のみ使用された場合に処方料等を自動算定します。 

 

１．投薬の剤に薬剤コードがなくても「820000046 （サ）」の入力があれば、投薬の剤とします。 

  投薬の入力がない場合に、「820000046 （サ）」の剤があれば処方料・調剤料・調剤技術基本料（調基）の自動発生を行います。 

  麻毒加算等は必要に応じて手入力を行ってください。 

  入院の入院調剤料の自動算定も同様に行います。 

  平成２４年４月診療分以降が対象です。 

 

１． 外来診療行為の「820000046 （サ）」の剤の診療種別が .210,.220,.230 の時、院内・院外の判断は院内・院外ボタンで行うこと 

とします。 

  但し、処方せん・お薬手帳等では点数がゼロの為、院外処方の剤と判断することとなるので、院内処方の印刷では対象になりません。 

  .211 内服薬剤（院内処方）等、院内投薬と判別できる種別を入力することにより、印刷の対象となります。 

  外来のコメントだけの院内投薬の剤は.211 内服薬剤（院内処方）等を使用することを推奨します。 

 

２． 投薬等が包括対象となっている時、820000046 （サ）のみの剤も包括対象剤とする。他のコメントコードだけであれば、包括対象外 

となります。 

  併せて、059XXXXXXX のユーザ器材コードのみの剤も包括対象外となっていたのを包括とするようにしています。 

  包括対象でもレセプトに記載が必要であれば、システム予約コードを入力してください。 

 

処理の詳細 

１．820000046 （サ）のみの院内投薬を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．処方料・調剤料・調基を自動算定する。 
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３．お薬手帳を「１ 発行する」で登録。お薬手帳にコメントのみが印刷される。 

 

 

 

４．入院中に、820000046 （サ）のみの剤と薬剤のある剤を登録する。 

 

 

５．入院調剤料、調基（入院）が自動算定される。 
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６．（サ）のみの算定日に調剤料が算定されている。 

 
 

７．（サ）だけの剤に ２０日に算定回数を追加する 

 
 

８．登録後、入院調剤変更ボタンを押下すると、調剤料が追加となる。 
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１０．２１日から特定入院料に変更する 

 
 

１１．（サ）の剤が包括される 
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(7)(7)(7)(7) 同日診療の初診料対応同日診療の初診料対応同日診療の初診料対応同日診療の初診料対応(R201208(R201208(R201208(R201208----003)003)003)003)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

外来で同日の受診内容が自費コードのみなど診察料の算定がない場合、再診料と同様に初診料の入力を可能とします。 

 

１． 外来で同日に自費コードのみなど診察料が算定されていない時、同日再診ではなく再診料を自動発生するが、この時、初診算定日が 

登録されていない場合は、初診料を自動発生します。 

 

２．１．で、初診算定日の登録がある時に自動発生した再診料を、.110 入力で初診料への自動変更が可能です。 

 

 

処理の詳細 

 

１．新規患者に、自費コードのみの診療行為を登録する。 

 

 

２．同日に同じ患者番号を入力。初診料が自動発生する。 
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３．以前に受診のある患者に、自費コードのみの診療行為を入力する。 

 

４．同日に再診料が展開される。 

 

５．最終行に .110 を入力する。 
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６．確認メッセージ表示後、ＯＫ で初診料へ変更となる。 
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１－１－１－１－４４４４    ２２病名２２病名２２病名２２病名 

 

(1) (1) (1) (1) 病名からのコード検索時の未コード化傷病名以外のコード返却対応病名からのコード検索時の未コード化傷病名以外のコード返却対応病名からのコード検索時の未コード化傷病名以外のコード返却対応病名からのコード検索時の未コード化傷病名以外のコード返却対応(R201207(R201207(R201207(R201207----004)004)004)004)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

患者病名画面、自院病名登録画面で病名欄から病名を入力時、病名から検索した傷病名コードから未コード化傷病名とならない 

傷病名コードを優先して返却を行うようにします。 

 

例：鼻アレルギー 

１.4779013 鼻アレルギー(2003年05月31日 廃止) 

２.ZZZ1861 鼻  8830382 アレルギー 

１は廃止病名のため、２のコードを返却します。 

 

 

１． 患者病名画面、自院病名登録画面で病名欄から病名を入力時、病名の組み立てが可能な傷病名コードの組み合わせを検索し、 

複数の組み合わせが検索できたときは未コード化傷病名とならない傷病名コードがあれば優先して返却します。 

２． 病名の組み立てが可能な傷病名コードの組み合わせを複数検索した場合、どの組み合わせでも未コード化傷病名とならない場合は 

組み立てる傷病名コードが少ない組み合わせを返却します。 

例：胃癌 

１.1519006 胃癌 

２.ZZZ1202 胃   8831889 癌 

コード数の少ない１のコードを返却します。 

３．チェックマスタ設定、患者病名・自院病名のコンバート、claim についても同様とします。 

 

処理の詳細 

 
１．患者病名画面の病名欄から病名を入力した場合 

 

病名欄に「右手ガングリオン」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖｅｒ４．５迄は、 

ZZZ2056:右 

7274019:手ガングリオン（廃止病名） 

を返却していましたが、ｖｅｒ４．６より 

ZZZ2056:右 

ZZZ1045:手 

7274003:ガングリオン 

と返却します。 
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２．自院病名登録画面の病名欄から病名を入力した場合 

 

病名欄に「鼻アレルギー」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖｅｒ４．５迄は、 

4779013:鼻アレルギー（廃止病名） 

を返却していましたが、ｖｅｒ４．６より 

ZZZ1861:鼻 

8830382:アレルギー 

と返却します。 
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((((2222) ) ) ) 自院病名検索時の検索病名の確定表示自院病名検索時の検索病名の確定表示自院病名検索時の検索病名の確定表示自院病名検索時の検索病名の確定表示(R201207(R201207(R201207(R201207----000000005)5)5)5)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

病名登録画面で自院病名コードの一部を入力した場合、対象の自院病名が1件のときは選択画面で選択しなくてもそのまま確定が行える 

ようにします。 

 

条件及び範囲 

１．病名登録画面で自院病名コードの一部を入力した場合、対象の自院病名が 1 件のときは選択画面で選択しなくてもＥＮＴＥＲで確定 

を行えるようにします。 

 

処理の詳細 

１．患者病名画面より自院病名コードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象の自院病名コードが1件のため、選択しなくてもENTERのみで確定できます。 
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２．対象の自院病名コードが複数ある場合、ENTERのみで確定はできません。 
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(3) (3) (3) (3) 患者病名画面の入力病名の入力患者病名画面の入力病名の入力患者病名画面の入力病名の入力患者病名画面の入力病名の入力CDCDCDCD登録登録登録登録    (R201210) (R201210) (R201210) (R201210) （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

患者病名画面で入力した病名の自院病名登録画面での入力CDの登録を可能とします。 

 

１．患者病名画面で「Shift+F4 入力CD」を押下時に病名の入力があれば、自院病名登録画面に患者病名画面で入力した病名の情報を表示し、 

自院病名コードの登録を可能とします。 

２．自院病名登録画面で「F12 登録」押下後自動的に患者病名画面に戻り、登録した自院病名コードを病名コード欄に表示します。 

３．自院病名登録画面で病名を変更した場合、患者病名画面の表示は変更しません。 

４．自院病名登録画面で疑いフラグ、疾患区分、保険病名、カルテ病名について変更があっても、患者登録画面へ変更項目の表示は 

行いません。 

５．患者病名画面で「Shift+F4 入力CD」を押下時に自院病名コードが入力されている場合は自院病名登録画面に入力した病名の情報の 

表示は行いません。 

 

処理詳細 

１．患者病名画面に病名コードにより病名を入力し、「Shift+F4 入力CD」を押下すると自院病名登録画面に遷移する。 

 

患者登録画面で病名コードにより病名を入力しているので、病名の情報の表示を行う。 
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２．病名の変更は行わず「F12 登録」を押下して登録を行う。 

 

自院病名コードを病名コード欄に表示を行うが、自院病名登録画面で設定した疑いフラグの表示は行わない。 
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３．患者病名画面より「Shift+F4 入力CD」で自院病名登録画面に遷移後、病名の変更を行い「F12 登録」を押下して登録を行う。 

 

登録した病名が異なるため、患者登録画面の表示は変わらない。 
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４．患者病名画面より「Shift+F4 入力CD」で自院病名登録画面に遷移後、病名コードの変更を行い「F12 登録」を押下して登録を行う。 

 

 

患者登録画面の病名コードを自院病名登録画面で登録した病名コードに置換えを行う。 
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５．患者病名画面で自院病名コードにより病名を入力し、「Shift+F4 入力CD」で自院病名登録画面に遷移する。 

 

患者登録画面で自院病名コードにより病名を入力しているので、病名の情報の表示は行わない。 
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１－１－１－１－５５５５    ３１入退院登録３１入退院登録３１入退院登録３１入退院登録 

 

((((1111))))    難病患者等入院診療加算対応（入院料と異なる保険組み合わせで診療行為入力）難病患者等入院診療加算対応（入院料と異なる保険組み合わせで診療行為入力）難病患者等入院診療加算対応（入院料と異なる保険組み合わせで診療行為入力）難病患者等入院診療加算対応（入院料と異なる保険組み合わせで診療行為入力）(R201108(R201108(R201108(R201108----006)006)006)006)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降）以降）以降）以降）    

 入院料と異なる保険組合せで、難病患者等入院診療加算の(診療コード：190101770)の診療行為入力を行った場合、入退院登録・定期請求・ 

レセプト処理において、エラーとしないようにする。レセ電データについては、当該加算を単剤で記録出来るようにします。 

 

処理の詳細 

 （１）入院料の算定：後期高齢単独 

     難病患者等入院診療加算(190101770)の算定：後期高齢＋５１（特定負有） 

   

レセプトの記載例 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

レセ電データの記録例 
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((((2222))))    入退院登録画面での亜急性期入院医療管理料の選択対応入退院登録画面での亜急性期入院医療管理料の選択対応入退院登録画面での亜急性期入院医療管理料の選択対応入退院登録画面での亜急性期入院医療管理料の選択対応(R201208(R201208(R201208(R201208----014)014)014)014)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

特定入院料に亜急性期入院医療管理料（１又は２）が設定された病室へ入院登録する場合、入退院登録画面の特定入院料選択欄には 

亜急性期入院医療管理料１及び２を表示し、どちらでも入院登録を可能とします。 

 

１． 亜急性期入院医療管理料（指定地域）の場合も同様に１と２を選択可能とする。 

２． この対応は平成２４年４月１日以降の入院日で登録する場合に限る。 

 

処理の詳細 

１． 病棟の特定入院料に亜急性期入院医療管理料１を設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．該当病室に入院登録時、特定入院料選択欄で亜急性期入院医療管理料１又は２を選択可能。 
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３．指定地域の入院料も同様の動作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．改正前（平成２４年３月３１日）の入院登録では、病室設定された特定入院料（亜急性期入院医療管理料１）のみ選択可能。 
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１－１－１－１－６６６６    ３２入院会計照会３２入院会計照会３２入院会計照会３２入院会計照会 

 

((((1111))))    入院料加算のユーザ設定機能入院料加算のユーザ設定機能入院料加算のユーザ設定機能入院料加算のユーザ設定機能(K201109(K201109(K201109(K201109----004)004)004)004)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

入院料加算の自動発生分についてユーザが任意の加算を設定登録可能とする。 

 

・条件及び範囲 

 １．システム管理「5001 病棟管理情報」画面より遷移する(W201)入院料加算設定画面（新設）で 

   加算の追加設定を可能とする。 

 

・ 処理詳細 

システム管理「5001病棟管理情報設定」画面より遷移する「入院料加算設定」画面を新設する。 

当該画面には「5001病棟管理情報設定」画面で登録済みの病棟番号を入力した後に、Ｆ１０キーを 

押下することで遷移する。ただし、病棟種別が「医療観察病棟」である場合には、加算の追加設定が不要であることから遷移不可とする。 

 

 

登録可能な加算は１０件までとします。 

入院料加算の追加登録を行う場合は、入院料加算コード欄に診療行為コードを入力し、Ｆ１２（追加） 

を押下することにより登録します。 

登録済みの入院料加算を削除する場合は、削除する加算の番号入力（又はマウスのクリックによる 

選択）を行い、Ｆ３（削除）を押下することで削除します。 

 

処理事例１ 一般病棟入院基本料を算定する病棟に「190098870 総合入院体制加算」と「190140970 リハビリテーション充実加算」を 

設定する。 
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該当病棟に入院登録を行う。 

 

 

入院会計照会で「190098870 総合入院体制加算」のみが算定されていることを確認する。 

 

 

※「190140970 リハビリテーション充実加算」は回復期リハビリテーション病棟入院料を算定した 

 場合のみの加算であることから、この例では算定不可となる。 
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処理事例２  回復期リハビリテーション入院料を算定する病棟に「190098870 総合入院体制加算」と「190140970 リハビリテーション

充実加算」を設定する。 

 
該当病棟に入院登録を行う。（特定入院料欄で回復期リハビリテーション入院料を選択） 

 
入院会計照会で「190140970 リハビリテーション充実加算」のみが算定されていることを確認する。 

 
 

※「190098870 総合入院体制加算」は回復期リハビリテーション病棟入院料の費用に含まれる為、この例では算定不可となる。 
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((((2222) ) ) ) 入院料の変更確認メッセージ表示入院料の変更確認メッセージ表示入院料の変更確認メッセージ表示入院料の変更確認メッセージ表示(R201207(R201207(R201207(R201207----019)019)019)019)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

療養病棟入院基本料（有床診療所療養病床入院基本料）を算定する患者について、６５歳となり生活療養の入院料への変更が行われて 

いない場合、入院会計照会画面に警告メッセージを表示する。 

 

・条件及び範囲 

 １．平成２４年４月以降の入院会計をチェック対象とする。 

 ２．療養病床で算定する回復期リハビリテーション病棟入院料、短期滞在手術基本料についても 

   チェック対象とする。 

 ３．労災保険、自賠責保険、公務災害の入院患者についてはチェック対象外とし、警告メッセージ 

の表示は行わない。 

 

・ 処理詳細 

２． 警告メッセージ表示例（６５歳以上で生活療養でない療養病棟入院基本料の算定時） 

  
  

 

 

３． 警告メッセージ表示例（６５歳以上で生活療養でない回復期リハビリテーション病棟入院 

料１を療養病床で算定時） 
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４． 警告メッセージ非表示例（６５歳以上で生活療養でない回復期リハビリテーション病棟入院 

料１を療養病床以外で算定時） 

  
 

５． 警告メッセージ非表示例（６５歳以上で生活療養でない療養病棟入院基本料を労災保険で 

算定時） 
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((((3333))))    入院会計照会での食事と食堂加算の連動入院会計照会での食事と食堂加算の連動入院会計照会での食事と食堂加算の連動入院会計照会での食事と食堂加算の連動(R201209)(R201209)(R201209)(R201209)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

入院会計照会画面で食事算定が無い日（食堂加算も算定されていない）を、食事有りに変更登録した際、該当する病棟が食堂加算を 

算定可能な病棟である場合は、食堂加算のカレンダーも連動して“１”を設定することとする。（ｖｅｒ４．６以降） 

該当日に１食でも食事があれば、食堂加算の設定を行うこととする。 

 

処理事例 

１． 入院会計照会画面の９月分状態 

療養病棟（食堂加算の算定なし）の入院期間 平成24年 4月 1日～平成24年 9月 9日 

一般病棟（食堂加算の算定あり）の入院期間 平成24年 9月10日～ 

食無し日： 9月 4日～5日，9月14日～15日 

 

 

２．食事と食堂加算が連動することの確認（その１） 

9月14日の朝食を一括修正欄でセット 
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 食堂加算の算定する一般病棟であることから食堂加算も連動して“１”がセットされる。 

 

 

３．食事と食堂加算が連動することの確認（その２） 

9月 4日の朝食を一括修正欄でセット 

 

食堂加算を算定しない療養病棟であることから食堂加算は“１”がセットされない。 
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４． 食事と食堂加算が連動することの確認（その３） 

 9月15日は夕食と食堂加算が算定されているが、夕食を“０”（食事なし）とすることにより 

食堂加算も算定なしとする。 

 

変更確定後（15日の食堂加算も連動してクリア） 
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１－１－１－１－７７７７    ４２明細書４２明細書４２明細書４２明細書 

 

((((1111))))    個別レセプト作成時の請求しない設定の請求管理削除の有無対応個別レセプト作成時の請求しない設定の請求管理削除の有無対応個別レセプト作成時の請求しない設定の請求管理削除の有無対応個別レセプト作成時の請求しない設定の請求管理削除の有無対応(K201110(K201110(K201110(K201110----002)002)002)002)    （（（（vvvver4.5er4.5er4.5er4.5以降以降以降以降））））    

個別レセプト作成時、対象診療月の請求管理データに請求区分が「0 請求しない」設定のデータが存在する場合は、削除を行うか確認 

画面で選択を可能にします。 

Ver_4.6.0 以前については医保、公害のみ対象とする。 

 

条件及び範囲 

１．個別レセプト作成時、処理患者の対象診療月の請求管理 db に請求区分が「0 請求しない」設定のデータが存在する場合は、「F12 確定」

押下時に表示する確認画面で請求管理 dbの「0請求しない」設定のデータの削除を行うか設定を行う。 

デフォルトは「F12 削除しない」とする。 

２．確認画面で削除を行う設定を選択した場合、レセプト処理時に処理患者の対象診療月の請求管理 dbのデータを請求区分の内容に係わら

ず全て削除を行い、「1未請求」設定で新規に作成を行う。 

３．確認画面で削除を行わない設定を選択した場合、今まで通りレセプト処理時に処理患者の対象診療月の請求管理 db の請求区分「0 請求

しない」以外のデータの削除を行い、「0 請求しない」設定のデータについては更新処理を行う。 

ただし、保険変更、適用開始日変更等行われたときは別のレセプトとして「1 未請求」設定で新たに作成が行われる場合がある。 

４．公費請書 db についても同様の処理を行う。 

５．処理区分が「5 未請求解除」の場合、未請求設定時に対象となる請求管理 dbの削除を行っているため、確認画面の表示を行うことはな

い。 

６．Ver_4.6.0 以前については医保、公害のレセプト作成時のみ設定を行う。 

 

処理詳細 

１．レセプトの個別作成 

 
「F10 削除する」を選択してレセプト処理を行った場合、「1 未請求」で新規に作成を行う。 

「F12 削除しない」を選択してレセプト処理を行った場合、「0請求しない」のまま更新を行う。 

 

「0 請求しない」設定の請求管理データがある患者が対象にない場合、削除を行うか設定を行う確認画面の表示は行いません。 

 

作成済みの請求管理データの記録内容 

 日医 太郎・・・請求区分（１：未請求） 

 日医 花子・・・請求区分（０：請求しない） 

 

「0 請求しない」と設定されている日医花子さん

をレセプト個別作成時に、作成済みの請求管理デ

ータの削除を行うか確認画面で選択を行います。 
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((((2222))))    点検レセ印字位置変更対応点検レセ印字位置変更対応点検レセ印字位置変更対応点検レセ印字位置変更対応(R201111(R201111(R201111(R201111----004)004)004)004)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

 システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」で、点検用レセプト記載設定を追加します。 

  点検用レセプト記載・・・ ０「点検用レセプト」の文字を記載する（デフォルト） 

               １ 斜線を記載する 

 

対象レセプト  

医保・労災・自賠責・公害の点検用レセプト（入外） 

 

処理詳細 

システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検用レセプト記載 ”１斜線を記載する” と設定した場合（医保の点検用レセプト） 
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((((3333))))    院外処方のみの点検用レセプト作成対応院外処方のみの点検用レセプト作成対応院外処方のみの点検用レセプト作成対応院外処方のみの点検用レセプト作成対応((((請求点数０点公費分請求点数０点公費分請求点数０点公費分請求点数０点公費分)(R201202)(R201202)(R201202)(R201202----001)001)001)001)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

院外処方により請求点数が０点となる公費について、システム管理の設定により点検用レセプト作成時のレセプトへの記載を可能とする。 

例）２１精神通院単独と１２生保単独の保険組合せで、複数科保険で診療行為入力 

（２１：診察料と薬を処方。１２：薬を処方） 

１２生保単独分は請求点数が０点となる為、レセプト記載対象外となるが、点検用レセプトには１２生保単独分で入力した 

院外処方の記載を行う。 

ただし、２１精神通院単独分と１２生保単独分の請求点数がどちらも０点となる場合はレセプトの作成は行わない。 

請求点数０点公費記載の点検用レセプトを作成した場合、該当診療年月の請求処理は不可とし、再度「1 提出用レセプト」でレセプト 

作成を行う必要がある。 

 

※請求時のレセプト種別と異なるデータを請求管理データに作成するため、請求管理データを元に処理を行う公開帳票等については、 

個々で対応が必要な場合がある。(請求点数０点公費記載の点検用レセプトについては請求管理データ の skykbn_receden に 1 を設定) 

 

条件及び範囲 

１．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の点検用レセプト記載に追加した 

「０点公費記載設定」で請求点数０点公費記載の設定を可能とする。 

デフォルトは「0 ０点公費を記載しない」とする。 

２．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の点検用レセプト記載の「０点公費記載設定」を 

「1 ０点公費を記載する」と設定し、「42 明細書」で「2 点検用レセプト（院外処方含）」を選 

択してレセプト作成を行った場合、請求点数が０点となる公費のレセプト記載を行う。 

該当のレセプトについては請求時のレセプトとは異なるレセプト種別となり、紙レセプト上部に 

「【０点公費記載あり】」と記載を行う。 

３．院外処方に限らずコメントのみの場合等請求点数が０点となる公費についても記載を行う。 

４．請求点数０点公費記載の点検用レセプトに対する公費請求書 db へのデータの作成は行わない。 

５．主科設定時は、システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の点検用レセプト記載の 

「０点公費記載設定」の設定に関係なく提出時のレセプト種別により主科を決定し、 

請求点数０点公費記載の点検用レセプトについては、提出時のレセプト種別の主科を設定する。 

６．「43 請求管理」で請求点数０点公費記載の点検用レセプトについては、閲覧のみ可能とする。 

７．「44 総括」で請求点数０点公費記載の点検用レセプトが存在する診療年月の医保分の処理は、 

点検用のレセ電データ作成のみ可能とする。 

８．保険請求確認リスト、保険別請求チェック表については、請求点数０点公費記載の点検用レセプト 

が存在する診療年月の処理は不可とする。 

９．「13 照会」より該当診療年月の０点公費記載の点検用レセプトの対象患者を照会可能とする。 

１０．上記の対象は医保分レセプトのみとする。 

 

処理詳細 

１．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の点検用レセプト記載の「０点公費記載設定」を 

「1 ０点公費を記載する」と設定する。 
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２．２１精神通院単独と１２生保単独の保険組合せで、複数科保険で診療行為の入力を行う。 

 

 

３．「42 明細書」で「2 点検用レセプト（院外処方含）」を選択して、レセプト作成を行う。 

「1 ０点公費を記載する」を設定しているので、「０点公費記載設定」と青字で表示が行われる。 
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請求点数が０点となる１２生保分の記載を行う。 
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「43 請求管理」では閲覧のみ可能となる 

 

 

「44 総括」の医保分の処理は、点検用のレセ電データ作成のみ可能となる。 
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４．「42 明細書」で「0 提出用レセプト」を選択してレセプト作成を行う。 

 

 

請求点数が０点となる１２生保分の記載は行わない 
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５．保険別請求チェック表、保険請求確認リストについては処理対象年月に請求点数０点の公費を記載したレセプトが存在する場合、「０

点公費記載の対象レセプトがあるため処理できません」のエラーメッセージを表示し処理を行わない。 

 



日医標準レセプトソフト                                                                    Version 4.6.0 パッチ提供まとめ分 

ORCA Project                                                                              システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2012 Japan Medical Association.All rights reserved. 

53 

６．「13 照会」より該当診療年月の０点公費記載の点検用レセプトの対象患者の照会を行う。 

  ただし、システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の点検用レセプト記載の「０点公費記載設定」を「1 ０点公費を記載する」と

設定し、「42 明細書」で「2 点検用レセプト（院外処方含）」を選択してレセプト作成を行った後のみ照会可能である。 
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((((4444))))    労災新様式対応労災新様式対応労災新様式対応労災新様式対応(R201204(R201204(R201204(R201204----002)002)002)002)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の「労災・自賠責」タブ画面において、「労災・様式選択」欄を追加し、労災レセプトの 

様式設定（ＯＣＲ専用様式又は確認様式）を可能とします。（入外別） 

確認様式は専用用紙ではなく、枠ありで作成を行います。 

 

  ・システム管理設定値・・０：ＯＣＲ専用様式 ＜デフォルト＞ 

              １：確認様式 

 

  ・確認様式の対象レセプト・・（短期給付（入・外）、傷病年金（入・外）、アフターケア（外）） 

 

  ・確認様式の特徴 ・・ 右上・左上・左下に■の印字があります。 

 

・注意点  ・・・・・ 短期給付（入・外）と傷病年金（入・外）レセプトについて、「病院等の名称」欄（レセプト上部）が 

最大３行（ＯＣＲ専用様式）から１行（確認様式）に変更となります。 

確認様式では、システム管理「1901 医療機関編集情報」に、医療機関名称の設定がある場合は、 

（１行目）（２行目）（３行目）の各文字列を空白を１文字あけて結合させ、１行で「病院等の名称」欄に 

記載を行います。確認様式のレセプト作成時は、「病院等の名称」欄の確認を行ってください。 

 

・確認様式で出力されたレセプトは本請求には使用できません。・確認様式で出力されたレセプトは本請求には使用できません。・確認様式で出力されたレセプトは本請求には使用できません。・確認様式で出力されたレセプトは本請求には使用できません。    

 

・処理詳細 

システム管理２００５の「労災・自賠責」タブ画面 
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労災確認様式（短期給付（外来）） 

 

 

 

労災確認様式（傷病年金（外来）） 

 

労災確認様式（短期給付（入院）） 

 

 

労災確認様式（傷病年金（入院）） 
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労災確認様式（アフターケア（外来）） 
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    ((((5555) ) ) ) 表示期間設定による傷病名記載表示期間設定による傷病名記載表示期間設定による傷病名記載表示期間設定による傷病名記載(R201207(R201207(R201207(R201207----003)003)003)003)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

転帰済みの傷病名についてレセプト表示期間を設定した場合に、表示期間が転帰日以降となっても転帰日に該当する診療年月の 

レセプトまでしか記載できなかったが、システム管理の設定により転帰日に関係なく表示期間によるレセプトへの記載可能とします。 

 

１．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」に追加した「転帰済傷病名記載区分」で表示期間 

を転帰日より優先して傷病名のレセプトへの記載を行うことを可能とする。 

デフォルトは「0 転帰日を優先して記載(転帰日以前は表示期間を優先)」として転帰日を優先する 

が、表示期間が転帰日以前となる場合は表示期間を優先して記載を行う。 

２．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の「転帰済傷病名記載区分」を 

「1 表示期間を優先して記載」と設定しレセプト作成を行った場合、表示期間を優先して傷病名の 

記載を行う。 

３．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の「転帰日編集区分」を「1 転帰日を表示する」 

と設定しレセプト作成を行った場合、転帰日の月の記載も行うようにする。 

４．患者病名画面の病名の対象期間を「0 当月」または「1 前月」と設定したとき、レセプト記載と 

同様にシステム管理の設定に合わせた傷病名の表示を行う。 

 

処理詳細 

１．患者病名登録画面から病名登録を行う。 
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２．システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の「表示期間による傷病名の記載設定」を 

「1 表示期間を優先して記載する」と設定する。 

 

 

レセプト作成を行う。 

平成２４年５月分 
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平成２４年６月分 

 

 

 

 

平成２４年７月分 
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(6) (6) (6) (6) 点検用、提出用レセプトの初期値設定点検用、提出用レセプトの初期値設定点検用、提出用レセプトの初期値設定点検用、提出用レセプトの初期値設定(R201210)(R201210)(R201210)(R201210)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

 

レセプト作成指示画面で設定する「提出用レセプト、点検用レセプト」の指定について、システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」 

で初期表示の設定を可能とします。 

 

条件及び範囲 

１．システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」に新設した「点検用・提出用初期表示」の設定により、 

「42 明細書」の初期表示の設定を可能とする。デフォルトは「1 提出用レセプト」とする。 

２．１の設定により表示した「2 点検用レセプト」を「1 提出用レセプト」と変更してレセプト作成後 

に印刷指示画面から戻ったときの表示は「1 提出用レセプト」となる。 

 

処理詳細 

１．１．システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の「「点検用・提出用初期表示」を「2 点検用レセプト」と設定します。 

 
 

「42 明細書」を選択後の初期表示が「2 点検用レセプト」となります。 
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(7) (7) (7) (7) 同一レセプトの公費が４つを超える場合の対応同一レセプトの公費が４つを超える場合の対応同一レセプトの公費が４つを超える場合の対応同一レセプトの公費が４つを超える場合の対応    (R201210) (R201210) (R201210) (R201210) （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

 

地方自治体独自の医療費助成についてレセプト記載となる都道府県が増え、月途中の患者転居等による負担者番号変更により 

レセプトへ記載する公費の数が増えることが考えられる。 

現在レセプト電算処理システムにおいて公費が４つを超えた場合に該当するレセプト種別が設定されていないため、該当する 

レセプトについて種別不明レセプトとして作成を行う。 

※公費が４つを超えるレセプトの取り扱いについて、現時点では審査支払機関より明確な記載（記録）方法が提示されていない 

ことから、日レセでは種別不明として取り扱うこととします。 

 

条件及び範囲 

１．同一レセプトの公費が４つを超える場合は種別不明レセプトとして作成を行う。 

２．レセ電(tbl_receden)、請求管理(tbl_seikyu_main)、公費請求(tbl_kohsky)の各データについても作成を行わない。 

 

処理例 

１．「52 小児特定」と徳島県の「245  乳児拡大」「748 乳児負無」を持ち、月途中に転居のため「245  乳児拡大」「748 乳児負無」の 

負担者番号の変更があり、それぞれで診療がある状態でレセプトの作成を行うと種別不明レセプトとして作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセプト上部に「公費が４つを超えています」 

と記載します。 
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(8) (8) (8) (8) 診療行為入力したコメントのみの剤のレセプト記載対応診療行為入力したコメントのみの剤のレセプト記載対応診療行為入力したコメントのみの剤のレセプト記載対応診療行為入力したコメントのみの剤のレセプト記載対応    (R201210)(R201210)(R201210)(R201210)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

診療行為入力したコメントのみの剤について、レセプト記載（記録）を行う事とします。 

（現状は、限定した診療区分のみ対応していたが、診療区分を限定しないようにする。） 

 

条件及び範囲 

  医保・労災・自賠責・公害レセプト（入・外） 

  診療行為入力したコメントのみの剤をレセプト記載（記録）する。 

（レセプトに記載しない００８５ＸＸＸＸＸ、００８６ＸＸＸＸＸで始まるコメントは除く。） 

 

処理詳細 

診療行為画面 

 

  ＃ ．８００を宣言し、８１００００００１（フリーコメント）で”リハビリ”を入力 

 

  〇 レセプト記載 

   
 

＃ 診療区分８０で、”リハビリ”が記載される 

 

〇 レセ電記録 

 

 

＃ 診療区分８０で、”リハビリ”が記録される 
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１－８１－８１－８１－８    ５２月次統計５２月次統計５２月次統計５２月次統計 

 

(1)(1)(1)(1)    会計カード補足コメント対応会計カード補足コメント対応会計カード補足コメント対応会計カード補足コメント対応(201207(201207(201207(201207----008)008)008)008)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

会計カードに表示している傷病名について、補足コメント対応を行います。 

 

■条件及び範囲 

・会計カードに表示している傷病名について補足コメントの入力がある場合、補足コメント付きで編集を行う。 

この際、補足コメント編集後の文字数が１行の最大文字数を超える場合は次行に折り返して編集を行うようにする。 

・傷病名欄の最終行（１０行目）に編集を行う傷病名が１行の最大文字数を超える場合、摘要欄に傷病名の編集を行う。 

・傷病名欄の１行の最大文字数を全角２６文字から全角２８文字に拡張する。 

 

■処理詳細 

・会計カードに表示している傷病名について補足コメントの入力がある場合、補足コメント付きで編集 

 を行う。この際、補足コメント編集後の文字数が１行の最大文字数を超える場合は次行に折り返して編集を行うようにする。 

 

患者病名登録内容 

 
 

 

会計カード 
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・傷病名欄の最終行（１０行目）に編集を行う傷病名が１行の最大文字数を超える場合は、摘要欄に傷病名の編集を行う。 

 
 

 

 

(2) (2) (2) (2) 未収金一覧表未収金一覧表未収金一覧表未収金一覧表    定期請求未収計上対応定期請求未収計上対応定期請求未収計上対応定期請求未収計上対応(R201207(R201207(R201207(R201207----009)009)009)009)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降）以降）以降）以降）    

 

■処理概要 

・月次統計帳票の未収金一覧表（患者別）および未収金一覧表（伝票別）について、 

定期請求で発生した未収額を請求期間の診療年月に計上するパラメタを追加する。 

 

■条件及び範囲 

・処理区分に「３：期間内の請求分（期間外の訂正・入金を含む）」および、「４：期間内の請求分（期間外の訂正・入金を含まない）」を追

加する。 

 当該区分が指定された場合は収納（収納明細）の最初の処理日が期間内のものを対象に未収金一覧表の作成を行う。 

・未収金一覧表（伝票別）について、入外区分のパラメタに“０”が指定された場合、入院・外来両方の未収金一覧表を作成するように変

更を行う。 

 

■処理詳細 

・月次統計帳票の未収金一覧表（患者別）および未収金一覧表（伝票別）について、 

処理区分に「３：期間内の請求分（期間外の訂正・入金を含む）」および、「４：期間内の請求分（期間外の訂正・入金を含まない）」を追

加する。 

 当該区分が指定された場合は収納（収納明細）の最初の処理日が期間内のものを対象に未収金一覧表の作成を行う。 

 また、併せて処理区分「１：締月翌月以降の訂正・入金を含む」、「２：締月翌月以降の訂正・入金を含まない」はそれぞれ「１：期間内

の診療分（期間外の訂正・入金を含む）」、「２：期間内の診療分（期間外の訂正・入金を含まない）」に名称を変更する。 

処理区分１、２：収納の診療日が期間内にあるものを対象とする。 

処理区分３、４：収納（収納明細）の最初の処理日が期間内にあるものを対象とする。 
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入力事例 

下記の入力内容に対する処理区分毎の未収額計算事例 

５月３日 ４月診療分定期請求    １００，０００円 

６月３日 訂正（定期請求個別処理） １０５，０００円（５０００円増） 

 

            期間指定 

処理区分 

４月～５月 ４月 ５月 

１：期間内の診療分 

（期間外の訂正・入金を含む） 
１０５，０００円 １０５，０００円 

一覧表対象外 

（４月診療分の為） 

２：期間内の診療分 

（期間外の訂正・入金を含まない） 
１００，０００円 

一覧表対象外 

（５月請求分の為） 

一覧表対象外 

（４月診療分の為） 

３：期間内の請求分 

（期間外の訂正・入金を含む） 
１０５，０００円 

一覧表対象外 

（５月請求分の為） 
１０５，０００円 

４：期間内の請求分 

（期間外の訂正・入金を含まない） 
１００，０００円 

一覧表対象外 

（５月請求分の為） 
１００，０００円 

 

・未収金一覧表（伝票別）について、入外区分のパラメタに“０”を追加し、当該区分が指定された場合は入院・外来両方の未収金一覧表

を作成するようにする（変更前は１（入院）または２（外来）の指定が必須）。 

 

 
 

 

(3) (3) (3) (3) 診療科別医薬品使用量統計抽出条件指定追加診療科別医薬品使用量統計抽出条件指定追加診療科別医薬品使用量統計抽出条件指定追加診療科別医薬品使用量統計抽出条件指定追加(R201207(R201207(R201207(R201207----010)010)010)010)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

診療科別医薬品使用量統計について処理パラメタで診療区分を選択して抽出できるようにします。 

 

診療区分： ０または空白：全体／１４：在宅／２０：投薬／３０：注射／４０：処置／５０：手術 

                ／５４：麻酔／６０：検査／７０：画像診断／８０：その他 
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(4)(4)(4)(4)    統計データ統計データ統計データ統計データへの番地方書出力への番地方書出力への番地方書出力への番地方書出力(R201207(R201207(R201207(R201207----011)011)011)011)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

日次統計、月次統計より出力する統計データの住所欄に、患者登録画面で入力された番地方書を含めます。 

 

 

(5)(5)(5)(5)    会計カード病名表示、非表示選択および統計メモパラメタ桁数記載対応会計カード病名表示、非表示選択および統計メモパラメタ桁数記載対応会計カード病名表示、非表示選択および統計メモパラメタ桁数記載対応会計カード病名表示、非表示選択および統計メモパラメタ桁数記載対応(R201208(R201208(R201208(R201208----004)004)004)004)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降）以降）以降）以降）    

月次帳票の会計カードについて、プログラムオプションより、病名の表示・非表示の設定機能を追加します。 

また、パラメタ説明の病棟番号、診療科について必要となる桁数の記載を追加します。 

 

■処理詳細 

・現在のパラメタ「診療科区分」を「編集区分」に変更し、下記の区分内容に変更します。 

 ※２、３を新たに追加 

 １：会計カードを診療科毎に編集する。 

 ２：病名を非表示にする。 

 ３：会計カードを診療科毎に編集し、病名を非表示にする。 （１＋２） 

 

 
 

・編集区分に２または３が指定された場合、病名欄の編集は行いません。 

＜会計カード編集事例＞ 

（１）編集区分が未設定の場合、病名欄の編集を行う。 

 
 

（２）編集区分が 2 または３の場合、病名欄の編集を行わない。 
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・パラメタ説明について、下記内容の変更を行う。 

（１）病棟番号の必須桁数の記載を追加する。 

  （２）診療科について、診療科コードを入力するように記載を改める。 

 （３）入外区分の指定が０の場合、外来の会計カードの編集を行う記載を追加する。 

 

 
 

 

・病棟番号、診療科コードを数字１桁で入力された場合は前ゼロの補完を行うようにする。 

  （例）1 -> 01 （1の前に"0"を補完する。） 

 

 
 

 

・システム管理業務で日次・月次統計帳票の登録を行う際のパラメタ形式について、 

  現状の PTNUM,YM,YMD などに加え、数値、半角項目チェックを行う識別子を新たに追加し、 

  日次・月次統計業務よりパラメタを入力する際のチェック強化を行う。 

 
 

パラメタ形式に追加する識別子は下記の内容とし、日次・月次統計業務でパラメタ入力時に識別子で示す値と異なる内容の入力が行われた

場合はエラーとする。 

＜追加する識別子＞ 

  A         ：半角項目（文字数指定なし） 

  A1～A10   ：半角項目（A の後の数字は最大文字数。） 
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  N1～N10   ：数値項目（N の後の数字は最大桁数。必須項目の場合、初期値に"0"を編集する。） 

  N01～N010 ：数値項目（N の後の数字は最大桁数。入力内容が最大桁数に満たない場合は前ゼロを補完する。） 

 

 

 

(6) (6) (6) (6) 日次・月次処理の簡易登録機能日次・月次処理の簡易登録機能日次・月次処理の簡易登録機能日次・月次処理の簡易登録機能(R201208(R201208(R201208(R201208----005)005)005)005)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

日次・月次統計業務から直接統計処理の登録を可能とします。 

  また、登録した処理の削除および、登録順の変更も可能とします。 

 

■条件及び範囲 

・区分番号ボタン（パラメタ説明画面に遷移を行うボタン）について、帳票が未登録の状態でもクリックを可能とし、 

ボタンがクリックされた場合、統計帳票一覧画面の表示を行い、選択された帳票の登録を行います。 

・統計帳票一覧画面はシステム管理［3001 統計帳票出力情報（日次）］および［3002 統計帳票出力情報（月次）］より 

統計帳票の登録を行う際に、複写ボタンをクリックして表示される画面と同等のものとします。 

・統計帳票一覧画面の「標準提供帳票」より帳票を選択した場合、「前回入力されたパラメタを初期設定する」の設定（以後、 

前回パラメタの設定とする）を有効として登録します。 

  また、「登録済帳票」より帳票を選択した場合、前回パラメタの設定は、複写元の帳票の設定を引き継ぐこととします。 

・システム管理［3001 統計帳票出力情報（日次）］および［3001 統計帳票出力情報（月次）］の前回パラメタ設定の初期値を 

「有効」に変更します。 

・日次・月次統計業務に並び順（登録順）の変更を行う画面を新たに設ける。この画面では並び順の変更の他、帳票の登録 

および削除も可能とします。 

・他端末にて月次統計業務が使用中の場合、月次統計業務での帳票の登録、削除および並び順の変更は不可とする。日次統計 

業務についても同様とします。 

 

■処理詳細 

１．日次・月次統計業務で帳票が未登録の状態で番号がクリックされた場合、統計帳票一覧画面の表示を行う。 

統計帳票一覧画面はシステム管理［3001 統計帳票出力情報（日次）］および［3002 統計帳票出力情報（月次）］より 

統計帳票の登録を行う際に、複写ボタンをクリックして表示される画面と同等のものとする。 
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２．統計帳票一覧画面で選択された帳票をクリックされた番号に割り当てる。 

 
 

３．「並べ替え」ボタンを新たに追加し、ボタンがクリックされた場合は並び順変更画面を表示する。 

 
 

４．コラムリストには現在登録している帳票の一覧を表示する。帳票を選択後、コラムリストの右側または、下にある矢印ボタンで並び順

の変更を行う。「↑」および「↓」は±１移動を行う。「↑↑」および「↓↓」は±１０移動を行う。 
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５．「削除」ボタンがクリックされた場合、確認ダイアログを表示後、帳票の登録を削除する。 

 
 

６．空き番号を選択して「追加」ボタンがクリックされた場合、統計帳票一覧画面の表示を行い、 

選択された帳票の登録を行う。 
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７．他端末にて月次統計業務が使用中の場合、月次統計業務での帳票の登録、削除および並び順の変更は不可とする。日次統計業務につい

ても同様とする。 

 
 

 

 

(7)(7)(7)(7)パラメタ説明、ユーザー設定領域追加パラメタ説明、ユーザー設定領域追加パラメタ説明、ユーザー設定領域追加パラメタ説明、ユーザー設定領域追加(R201208(R201208(R201208(R201208----006)006)006)006)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

標準帳票、公開帳票についてユーザーが任意の説明を入力出来る領域を新たに設ける。 

 

■条件及び範囲 

・日次・月次統計業務のパラメタ説明画面にユーザーが任意の説明を入力出来る領域（メモ欄）を設ける。 

・カスタマイズ帳票についても利用可能とする。 

・入力可能文字数は全角で２５００文字（5000 バイト）とする。 

・全角文字および半角文字の両方での入力を可能とする。 

・日次・月次統計業務より帳票の登録を行う際に「登録済帳票」より帳票を選択した場合、メモ欄の内容は、複写元の帳票より引き継ぐこ

ととする。 

  （システム管理業務で同様の操作を行った場合は複写先への引き継ぎは行わない。） 

 

■処理詳細 

・日次・月次統計業務のパラメタ説明画面に領域（メモ欄）を設ける。 

・メモ欄はユーザーが自由に入力を行える領域とする。 

 
 

・「入力欄」ボタンがクリックされた場合、カーソルをパラメタの１番目に移動する。 

・「メモ欄」ボタンがクリックされた場合、カーソルをメモ欄に移動する。 
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(8) (8) (8) (8) 入院患者通算日数一覧表退院日項目追加入院患者通算日数一覧表退院日項目追加入院患者通算日数一覧表退院日項目追加入院患者通算日数一覧表退院日項目追加対応対応対応対応(R201208(R201208(R201208(R201208----013)013)013)013)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降）以降）以降）以降）    

入院患者通算日数一覧表および長期入院対象患者一覧表に退院日の項目を追加します。 

  退院患者は 91日以上、180 日以上を表示しないようにします。 

 

 

■処理詳細 

・入院患者通算日数一覧表および長期入院対象患者一覧表に退院日の項目追加を行う。 

・退院日欄は入院日欄の右に追加する。 

・退院日＜91 日経過日となる場合、91日経過日の編集を行わない。 

・退院日＜180 日経過日となる場合、180 日経過日の編集を行わない。 

 

入院患者通算日数一覧表 

 
 

 

長期入院対象患者一覧表 
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１－１－１－１－９９９９    １０３チェックマスタ１０３チェックマスタ１０３チェックマスタ１０３チェックマスタ 

 

((((1111))))    配合錠チェック配合錠チェック配合錠チェック配合錠チェック(K201109(K201109(K201109(K201109----002)002)002)002)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

データチェックにて配合錠の適応病名チェックを可能とします。 

 

条件及び範囲 

・「薬剤と病名」のチェックマスタに配合錠の適応病名を登録する際、配合錠の成分毎にグループの設定を行い、登録を可能とします。 

  (例１)配合錠チェックマスタ登録事例 

        薬剤：カデュエット配合錠１番 

        適応病名：グループＡ 高血圧症 狭心症 

                  グループＢ 高コレステロール血症 

・グループ指定のある適応病名と指定のない適応病名は同時登録を不可とします。 

・データチェックでは各グループ毎に適応病名のチェックを行い、適応病名が見つからないグループがある場合はエラーとします。 

  (例２)データチェックチェック事例 

       ＜エラーとする入力例＞ 

       処方薬 カデュエット配合錠１番 

（カデュエット配合錠のチェックマスタは例１のとおり登録されているもとのする。） 

       病名   高コレステロール血症 

       ※グループＡ（高血圧症または狭心症）の登録がないためエラーとする。 

       ＜エラーとしない入力例＞ 

       処方薬 カデュエット配合錠１番 

       病名   高血圧症、高コレステロール血症 

       ※グループＡ・Ｂ両方の適応病名の登録があるため、エラーとしない。 

 

処理の詳細 

・チェックマスタ「薬剤と病名」にて適応病名のグループ設定機能を追加する。 

 （１）配合錠について、成分毎に適応病名のチェックを行う場合、 

グループＩＤコンボボックスより成分毎にグループの指定を行う。 
    グループＩＤは“Ａ”～“Ｅ”の中からユーザーが任意で指定を行うこととする。 

 
 

 

 

・データチェックではグループ毎に適応病名のチェックを行い、適応病名が見つからないグループがある場合はエラーとする。 

＜入力事例＞ 

チェックマスタ「薬剤と病名」 

薬剤   カデュエット配合錠１番 

 適応病名 グループＡ 狭心症、高血圧症 

      グループＢ 高コレステロール血症 

 

患者１ 日医 一郎 

 処方薬  カデュエット配合錠１番 （８／７、８／１７、８／２７） 

 病名   狭心症 （８／７～） 

 

患者２ 日医 真美 

 処方薬  カデュエット配合錠１番 （８／７、８／１７、８／２７） 

 病名   高コレステロール血症  （８／７～） 

      高血圧症 （８／１７～） 
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患者３ 日医 太郎 

 処方薬  カデュエット配合錠１番 （８／７、８／１７、８／２７） 

 病名   高コレステロール血症  （８／７～） 

      高血圧症 （８／７～） 

 

データチェック結果 

 
 

日医 一郎：グループＢ（高コレステロール血症）の適応病名が未入力の為エラーとなる。 

日医 真美：７日の診療にグループＡ（狭心症、高血圧症）の適応病名が未入力の為エラーとなる。 

日医 太郎：グループＡ、Ｂの適応病名が入力されている為、エラーとならない。 
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・チェックマスタ業務の(X03)チェック項目複写画面より適応病名を複写する際、グループＩＤも一緒に複写を行うこととする。 

 
 

 

・点数マスタ業務の(Z07)自院コード期限切れ置換画面より移行先の薬剤にチェックマスタを複写する際、グループ設定も引き継ぐこととす

る。 

・月次統計業務より「チェックマスタ・薬剤情報マスタ経過措置薬剤更新リスト」についても複写先の薬剤にグループ設定も引き継ぐこと

とする。 

 

・チェックマスタ一覧リストについて、グループＩＤの記載を追加する。 
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((((2222))))    診療行為と複数病名チェック診療行為と複数病名チェック診療行為と複数病名チェック診療行為と複数病名チェック(R201204(R201204(R201204(R201204----001)001)001)001)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

「診療行為と病名」について、適応病名のグループ登録機能を追加する。 

 

■条件及び範囲 

・「診療行為と病名」のチェックマスタに適応病名を登録する際、「薬剤と病名」の適応病名登録と同様にグループの設定機能を追加する。 

  (例１)チェックマスタ登録事例 

  診療行為：ヘリコバクター・ピロリ抗体 

  適応病名：グループＡ 十二指腸潰瘍、胃潰瘍 

            グループＢ ヘリコバクター・ピロリ感染症 

 

・グループ指定のある適応病名と指定のない適応病名は同時に登録不可とする。 

 

・データチェックではグループ毎に適応病名のチェックを行い、適応病名が見つからないグループが 

ある場合はエラーとする。 

  (例２)データチェックチェック事例 

       ＜エラーとする入力例＞ 

       検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体（ヘリコバクター・ピロリ抗体のチェックマスタは例１ 

のとおり登録されているものとする。） 

       病名   ヘリコバクター・ピロリ感染症 

       ※グループＡ（十二指腸潰瘍または胃潰瘍）の登録がないためエラーとする。 

       ＜エラーとしない入力例＞ 

       検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体 

       病名   十二指腸潰瘍、ヘリコバクター・ピロリ感染症 

       ※グループＡ・Ｂ両方の適応病名の登録があるため、エラーとしない。 

 

■処理詳細 

・チェックマスタ「診療行為と病名」にて適応病名のグループ設定機能を追加する。 

 （１）診療行為について、グループ毎に適応病名のチェックを行う場合、 

グループＩＤコンボボックスよりグループの指定を行う。 
    グループＩＤは“Ａ”～“Ｅ”の中からユーザーが任意で指定を行うこととする。 
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・データチェックではグループ毎に適応病名のチェックを行い、適応病名が見つからないグループがある場合はエラーとする。 

＜入力事例＞ 

チェックマスタ「診療行為と病名」 

検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体 

 適応病名 グループＡ 十二指腸潰瘍、胃潰瘍 

      グループＢ ヘリコバクター・ピロリ感染症 

 

患者１ 日医 一郎 

検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体 （４／７） 

 病名   ヘリコバクター・ピロリ感染症（４／７～） 

 

患者２ 日医 真美 

 検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体 （４／７） 

 病名   十二指腸潰瘍 （４／７～） 

      ヘリコバクター・ピロリ感染症（４／１４～） 

 

患者３ 日医 太郎 

 検査   ヘリコバクター・ピロリ抗体 （４／７） 

 病名   十二指腸潰瘍 （４／７～） 

      ヘリコバクター・ピロリ感染症（４／７～） 

 

データチェック結果 

 
 

日医 一郎：グループ A（十二指腸潰瘍、胃潰瘍）の適応病名が未入力の為エラーとなる。 

日医 真美：７日の診療にグループ B（ヘリコバクター・ピロリ抗体）の適応病名が未入力の為 

エラーとなる。 

日医 太郎：グループＡ、Ｂの適応病名が入力されている為、エラーとならない。 
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・チェックマスタ業務の(X03)チェック項目複写画面より適応病名を複写する際、グループＩＤも一緒に複写を行うこととする。 

 
 

 

・「診療行為と病名」チェックマスタ一覧リストについて、グループＩＤの記載を追加する。 
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((((3333))))    チェックマスタ一覧の有効期限切れ薬剤・診療行為出力抑制対応チェックマスタ一覧の有効期限切れ薬剤・診療行為出力抑制対応チェックマスタ一覧の有効期限切れ薬剤・診療行為出力抑制対応チェックマスタ一覧の有効期限切れ薬剤・診療行為出力抑制対応(R201208(R201208(R201208(R201208----007)007)007)007)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

チェックマスタ業務よりチェックマスタ一覧を出力する際、有効期限の切れた薬剤・診療行為の出力を行わないようにする。 

 

条件及び範囲 

・(X91)チェックマスタ―帳票出力設定画面に基準日の項目を新たに追加する。 

・基準日の初期値はシステム日付とし、基準日に有効なチェックマスタの一覧の作成を行う。 

・チェックマスタ一覧に基準日の記載を追加する。 

・チェックマスタに登録のある薬剤・診療行為について、基準日に有効期限が切れているものについてはチェックマスタ一覧に編集を行わ

ないこととする。 

・チェックマスタ登録漏れ確認リストの期間指定についてはいままで通りシステム日付を元に行うこととする。 

・チェックマスタ登録漏れ確認リストに対象とした診療年月の期間の記載(H99.99 - H99.99)を追加 

する。 

 

処理の詳細 

・(X91)チェックマスタ―帳票出力設定画面に基準日の項目を新たに追加する。 

・基準日の初期値はシステム日付とし、基準日に有効なチェックマスタの一覧の作成を行う。 
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・チェックマスタ一覧に基準日の記載を追加する。 

・チェックマスタに登録のある薬剤・診療行為について、基準日に有効期限が切れているものについてはチェックマスタ一覧に編集を行わ

ないこととする。 

 

チェックマスタ一覧 編集事例１「薬剤と病名一覧表 」 

＜変更前＞ 

システム日付時点で有効期限の切れている薬剤の名称の前に「削」の編集を行う。 

 
 

＜変更後＞ 

(1)見出し部に基準日の編集を行う。 

(2)基準日（H24.8.1）時点で有効期限の切れている薬剤の編集は行わない。 
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チェックマスタ一覧 編集事例２「同一月に併用算定できない診療行為一覧表 」 

＜変更前＞ 

システム日付時点で有効期限の切れている診療行為の名称の前に「削」の編集を行う。 

 
 

＜変更後＞ 

(1)見出し部に基準日の編集を行う。 

(2)基準日（H24.8.1）時点で有効期限の切れている診療行為の編集は行わない。 
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・チェックマスタ登録漏れ確認リストの期間指定はいままで通りシステム日付を元に行うこととする。 

・チェックマスタ登録漏れ確認リストに対象とした診療年月の期間の記載(H99.99 - H99.99)を追加 

する。 

 

＜薬剤と病名登録漏れ確認リスト（変更後）＞ 
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((((4444))))    チェックマスタチェックマスタチェックマスタチェックマスタ病名入力コード検索対応病名入力コード検索対応病名入力コード検索対応病名入力コード検索対応(R201209(R201209(R201209(R201209----006)006)006)006)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

(X04)チェックマスタ設定―適用コード設定（病名）画面について、病名コード欄の入力内容により自院病名検索画面の表示を行う機能を

追加します。 

 

条件及び範囲 

・検索画面は患者病名業務の(C04)自院病名検索画面を元に作成する。 

・複数病名（病名／病名／病名）の選択も可能とする。 

・廃止病名・移行先病名の確認ダイアログについては未対応とする。 

 

処理詳細 

１．(X04)チェックマスタ設定―適用コード設定（病名）画面について、適応病名の追加を行う際に病名コード欄より複数の病名の入力を 

可能とする。 

複数の病名が入力された場合、病名欄は病名を“／”で区切って表示する。 

病名マスタコードコラムリストは病名毎にコードの表示を行う。 

※病名変更処理は未対応とする（現状どおり１つの病名としてみなされる）。 

 
 

 

２．病名コード欄に入力コードの最初の数文字のみが入力された場合、入力内容を元に自院病名検索画面の表示を行う。 
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３．病名コード欄に“／／”が入力された場合、または「入力ＣＤ検索」ボタンがクリックされた場合は自院病名検索画面の表示 

を行う。廃止病名・移行先病名の確認ダイアログについては未対応とする。 

 
 

 

４．(X01)チェックマスタ設定画面にてチェック区分に「8 病名と薬剤」または「9 病名と診療行為」が選択された際の病名コード入力欄 

についても、入力コードの部分一致検索機能の実装を行う。 

病名コード欄に入力コードの最初の数文字のみが入力された場合、入力内容を元に病名一覧選択画面の表示を行うようにする。 

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                                                                    Version 4.6.0 パッチ提供まとめ分 

ORCA Project                                                                              システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2012 Japan Medical Association.All rights reserved. 

86 

１－１－１－１－１０１０１０１０    帳票帳票帳票帳票 

 

(1)(1)(1)(1)    医薬品使用量統計に後発医薬品使用割合追加医薬品使用量統計に後発医薬品使用割合追加医薬品使用量統計に後発医薬品使用割合追加医薬品使用量統計に後発医薬品使用割合追加(R201107(R201107(R201107(R201107----006)006)006)006)    （（（（vevevever4.6r4.6r4.6r4.6以降以降以降以降））））    

処理概要 

(1) プログラムオプションの設定を行い、診療科別医薬品使用量統計に後発医薬品の割合を印字する。 

 

条件及び範囲 

(2)プログラムオプションの後発医薬品割合の印字（KOUHATU）が”１”の場合が対象です。 

KOUHATU=0：後発医薬品割合を印字しない（デフォルト値）    

KOUHATU=1：後発医薬品割合を印字する 

 

処理詳細 

１．プログラムオプションを設定する。 

（１）後発医薬品割合の印字 

   KOUHATU=0：後発医薬品割合を印字しない（デフォルト） 

   KOUHATU=1：後発医薬品割合を印字する 

 

 

 

２．後発医薬品は薬剤名の前に【後】と印字されていることを確認する。 

  最後の行に後発医薬品の割合が印字されていることを確認する。 
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((((2222) ) ) ) 一般名リスト対応一般名リスト対応一般名リスト対応一般名リスト対応(201207)(201207)(201207)(201207)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

一般名を記載した医薬品のリストを出力できるようにする。 

 

処理詳細 

１．点数マスタ－帳票出力設定画面に「一般名」と「一般名記載設定分のみ」のチェックボタンが追加 

  になっていることを確認する。 

 

２．「一般名」をチェックすると「内用薬」と「外用薬」、「一般名記載設定分のみ」のチェックボタ 

  ンが活性になることを確認する。 
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３．選択した条件に該当する一般名リストが印刷できることを確認する。 

 

 

４．「一般名記載設定分のみ」をチェックすると一般名記載設定分のみが対象になることを確認する。 
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５．一般名リストがＣＳＶ出力できることを確認する。 
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((((3333) ) ) ) カルテ３号紙の保険毎対応カルテ３号紙の保険毎対応カルテ３号紙の保険毎対応カルテ３号紙の保険毎対応（（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

プログラムオプションにより、カルテ３号紙の保険組合せ毎の印刷を可能とする。 

 

１．外来カルテ３号紙（ＯＲＣＨＣ３３）のプログラムオプションにより、保険組合せ毎の印刷を行います。 

  会計照会画面で選択している保険組合せを対象として印刷を行う。 

 

HKNCOMBIKBN=0 保険組合せの判定を行わない（初期設定） 

HKNCOMBIKBN=1 労災・自賠責・自費保険のみ保険組合せの判定を行う。 

会計照会画面で選択した保険組合せが、労災・自賠責・自費保険であれば、一致す 

る保険組合せを対象とする。 

’0000 全保険’または他の保険組合せであれば、労災・自賠責・自費保険以外の 

保険組合せをすべて対象とする。 

’9999 包括分’であれば対象なしとなる。※ 

 

HKNCOMBIKBN=2 保険組合せの判定を行う。 

会計照会画面で選択した保険組合せと一致する保険組合せを対象とする。 

保険組合せが’0000 全保険’、’9999 包括分’であれば対象なしとなる。※ 

 ※の場合、印刷開始処理後にエラーメッセージ「保険組合せでの印刷となります。保険組合せを確認して下さい。」を表示し、 

保険組合せにカーソルを移動する。 

 

２．入院のカルテ３号紙（ＯＲＣＨＣＮ３３）も同様とする。 

  入院料の保険組合せは、入院会計照会の保険組合せにより判断する。 

 

処理詳細 

１．外来カルテ３号紙のプログラムオプションにHKNCOMBIKBN=1を設定する。 

 

２．会計照会で自費保険を選択してカルテ３号紙を印刷すると、自費保険のみのカルテ３号紙となる。 
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３．国保を選択してカルテ３号紙を印刷すると、自費保険以外の保険のカルテ３号紙となる。 

 
 

４．保険組合せ 0000 を選択してカルテ３号紙を印刷すると、自費保険以外の保険のカルテ３号紙となる。 
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５．外来カルテ３号紙のプログラムオプションにHKNCOMBIKBN=2を設定する。 

 

 

６．国保を選択してカルテ３号紙を印刷すると、国保の保険組合せのカルテ３号紙となる。 
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７．保険組合せ 0000 を選択して、カルテ３号紙を印刷する。 

 
 

８．エラーとなる。 

 

 

 

 

 

 

９．入院カルテ３号紙のプログラムオプションにHKNCOMBIKBN=1を設定する。 
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１０．入院料の保険組合せは「0006 協会 感染」 

 

１１．入院カルテ３号紙は自費保険が印刷される。 

   入院料は対象外となる。 
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１２．「0006 協会 感染」で印刷 

 
 

 入院料が対象となる。 
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((((4444) ) ) ) 処方せんＱＲコードの医師コード等追加対応処方せんＱＲコードの医師コード等追加対応処方せんＱＲコードの医師コード等追加対応処方せんＱＲコードの医師コード等追加対応（（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

プログラムオプションにより、処方せんのＱＲコードに患者コード・医師コードの記載を行います。 

 

１．ＱＲ処方せん（ORCHC02Q）のプログラムオプションで以下の設定を行う。 

    QRDRCD=1   ：ＱＲコードに医師コードを設定する。 

    QRPTNUM=1   ：ＱＲコードに患者コードを設定する。 

 

  医師コードは、診療行為画面で選択するドクターコード（数値４桁）、 

  患者コードは、患者番号の頭１５桁を設定する。 

 

２．ＱＲコードに麻薬施用者免許番号を記載する。 

  システム管理で登録されている麻薬施用コードの半角１５桁を対象とする。 

 

処理詳細 

１．プログラムオプションを設定する。 

 

２．麻薬を処方して、処方せんを印刷する。 

 

ＱＲデータにコードが記載される。 
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１－１－１－１－１１１１１１１１    ＡＰＩＡＰＩＡＰＩＡＰＩ 

 

(1)(1)(1)(1)    APIAPIAPIAPIサンプルサンプルサンプルサンプル((((システム管理情報取得システム管理情報取得システム管理情報取得システム管理情報取得) (K201111) (K201111) (K201111) (K201111----003)003)003)003)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

指定された日付で有効な、診療科情報又は職員情報一覧を返却します。 

 

・条件及び範囲 

 1.基準日の歴日チェック 

2.class 値により、 

   class=01 :診療科情報 

   class=02 :ドクター情報 

   class=03 :職員情報 

 3.返却 max は、100 人とする。 

 

・処理詳細 

 API(システム管理情報取得) 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/systemkanri.html 

 

 

(2)(2)(2)(2)    APIAPIAPIAPIサンプルサンプルサンプルサンプル((((診療情報返却診療情報返却診療情報返却診療情報返却) (K201111) (K201111) (K201111) (K201111----004)004)004)004)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

患者番号、診療年月等のリクエストにより診療情報を返却します。 

 

・条件及び範囲 

 1.機能として以下の三つを用意する。 

   .該当患者の一ヶ月の受診日(診療科、保険情報を含む)を返却する。 

   .該当患者の指定された受診日(診療科、保険)の詳細診療情報を返却する。 

   .該当患者の指定された月の診療情報内容を返却する。 

  2.患者番号の存在チェック 

  3.診療年月(日)の妥当性チェック 

  4.保険情報の妥当性、存在チェック(入力がある場合) 

 

・処理詳細 

 API(診療情報返却) 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/medicalinfo.html 

 

 

((((3333) ) ) ) 中途終了データ作成中途終了データ作成中途終了データ作成中途終了データ作成API(API(API(API(中途終了データの変更・削除中途終了データの変更・削除中途終了データの変更・削除中途終了データの変更・削除)(K201111)(K201111)(K201111)(K201111----006)006)006)006)    （（（（ver4ver4ver4ver4.6.6.6.6以降以降以降以降））））    

日レセに登録した中途終了データの変更および削除を可能とします。 

 (但し、外来分に関しては、削除のみ可能) 

 

・条件及び範囲 

 1.データ登録時(class=01)時のレスポンスに uid(Medical_Uid)を設定し返却する。 

  2.データ削除時(class=02)時のリクエストに、上記 1 で返却された値を設定し該当データを削除する。 

  3.データ変更時(class=03)時のリクエストに、上記 1 で返却された値を設定し該当データを削除し、 

再度設定された内容で置換する。(この場合、登録後は新な uid を返却する。) 

    ※ データ削除、変更については、日レセにて送信したデータを展開及び内容変更していない場合 

に限り可能とする。又、変更、削除の場合、病名情報については、設定していても無効と なる。 

  4.データ削除、変更の一致条件は 

   診療年月日、患者番号、診療科、Medical_Uid の等しいものとする。 

 

例) 

    <string name="Perform_Time">15:34:12</string> 

    <string name="Medical_Uid">6de18b04-f94f-11e0-b1b9-5cff35020c81</string> 

 

・処理詳細 

 API(中途終了データの変更・削除) 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/medicalmod.html 
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((((4444))))    APIAPIAPIAPIサンプルサンプルサンプルサンプル((((病名一覧返却病名一覧返却病名一覧返却病名一覧返却) (K201111) (K201111) (K201111) (K201111----007)007)007)007)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

指定された患者番号、基準月のリクエストにより、該当患者の病名情報を返却します。 

 

・条件及び範囲 

 1.該当患者の返却病名設定 max は、200 とする。 

  2.レセプト印字対象外の病名については、返却しない。 

  3.返却順は、開始日の古いものからとする。 

 

・処理詳細 

 API(病名一覧返却) 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/disease.html 

 

 

((((5555) ) ) ) 患者登録患者登録患者登録患者登録API (R201207API (R201207API (R201207API (R201207----016)016)016)016)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

 

・処理概要 

 患者基本情報等のリクエストにより新患登録、更新、削除を行う。（ver.4.6.0 より） 

 

・条件及び範囲 

 登録(CLASS=01) 

患者番号構成に従い、患者番号等基本情報、保険情報の登録および保険組み合わせの作成を行う。 

番号構成、標準構成の時のみ患者番号＝’*’での採番を可能とする。 

更新(CLASS=02) 

患者番号・性別・生年月日が一致する患者を対象として、氏名住所等の変更を行う。(保険情報の変 

更は不可)氏名(カナ)変更の場合は、旧姓履歴も登録 

削除(CLASS=03) 

患者番号・性別・生年月日が一致する患者を対象とし、該当患者の受診、病名、入退院等の情報が 

ない患者に限り削除を行う。 

 

・処理詳細 

  API(患者登録) 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/patientmod.html 

 

 

(6) (6) (6) (6) 患者情報返却項目追加患者情報返却項目追加患者情報返却項目追加患者情報返却項目追加(R201209(R201209(R201209(R201209----008)008)008)008)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降）以降）以降）以降）    

 

・処理概要 

 患者情報返却で「禁忌」「アレルギー」「感染症」「コメント」等の項目を追加する。 

(ver.4.6.0より) 

 

・条件及び範囲 

 現状の患者基本情報返却 API の返却情報として項目を追加する。 

   追加する項目としては 

   .禁忌 

   .アレルギー 

   .感染症 

   .コメント 

   .世帯主名 

   .続柄 

   .保険組合せ番号 

   .保険の補助区分(名称) ← この項目についてはver4.7以降が対象です 

 

・処理詳細 

  API(患者基本情報の取得) 掲載予定 

以下の URLを参照のこと 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/patientget.html 
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１－１１－１１－１１－１２２２２    その他その他その他その他 

 

((((1111) ) ) ) レセ電記録項目の追加対応レセ電記録項目の追加対応レセ電記録項目の追加対応レセ電記録項目の追加対応(R201112(R201112(R201112(R201112----003)003)003)003)    （（（（ver4.5ver4.5ver4.5ver4.5以降以降以降以降））））    

 レセプト電算提出用データの下記レコードに「１日の情報～３１日の情報」として回数を記録する項目が追加されたことに対応します。 

 （１）診療行為レコード（レコード識別情報：ＳＩ） 

 （２）医薬品レコード（レコード識別情報：ＩＹ） 

 （３）特定器材レコード（レコード識別情報：ＴＯ） 

 

・条件及び範囲 

 追加項目の詳細については社会保険診療報酬支払基金の「電子レセプトの作成手引き」（ＰＤＦ形式：1.3ＭＢ）を参照してください。 

 http://www.ssk.or.jp/rezept/iryokikan/download/files/jiki_i01.pdf 

 【第６章 診療行為レコードの記録方法】 

 【第７章 医薬品レコードの記録方法】 

 【第８章 特定器材レコードの記録方法】 

 

レセ電データ記録例 

 

１．入院診療行為で薬剤を入力 

 １日に「タガメット錠２００ｍｇ」を７日分入力した場合 

 

 【記録例】 

  

 １行目の医薬品レコード「タガメット錠２００ｍｇ」には１日から７日に回数１が記録される 

 ２行目の診療行為レコード「調剤料（入院）」にも同様に回数が記録される 

 

２．入院診療行為で画像診断を入力 

 １日と１０日に画像診断を入力した場合 

 

 【記録例】 

   

１行目と２行目の診療行為レコード「単純撮影（アナログ撮影）」、「単純撮影（ロ）の写真診断」 

には１日と１０日に回数が記録される 

  ３行目の特定器材レコード「大角」フィルムにも同様に回数が記録される 

 

３．外来診療行為で薬剤を入力 

 １日に「ポラキス錠２ ２ｍｇ」２錠と「ポラキス錠３ ３ｍｇ」３錠を７日分入力した場合 

 

 

 【記録例】 

  

 医薬品レコード「ポラキス錠２ ２ｍｇ」と「ポラキス錠３ ３ｍｇ」には１日に回数７が記録される 
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((((2222))))    ログインユーザ表示ログインユーザ表示ログインユーザ表示ログインユーザ表示(R201207(R201207(R201207(R201207----018)018)018)018)    （（（（ver4.6ver4.6ver4.6ver4.6以降以降以降以降））））    

ログインユーザ IDをタイトルバーに表示します。 

 

機能詳細 

タイトルバーの表示を画面名-医療機関名- [ログインユーザ ID]とします。 

 ※画面名と医療機関名の文字数が多い場合、ログインユーザ IDの表示が切れる場合があります。 

 

１．ユーザ名を ormaster で起動する。 

 
 

(M00)マスターメニュー 

 

 

(M01)業務メニュー 

 
 

(M01N)業務メニュー 

 
 

(K02)診療行為入力 

 

 

(K02N)診療行為入力 

 


